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年末年始に関するアンケート調査

10代をひとりにしない

531⼈の若者の声を集めました



調査概要の掲載

2

                                                   

概要・目的

当調査は認定NPO法人D×P（ディーピー）が運営するオンライン相
談「ユキサキチャット」を利用する若者に対するアンケート調査であ
る。

年末年始に向けて毎年多くのSOSが若者から寄せられます。また
「年末年始が不安だ」という声もあり、困窮している子ども・若者
が、年末年始に実際にどのような状況にあるのか、どのような困り
ごとを有しているかについて知り、実態を広く発信し、改善への取
り組みに繋げていくこと

調査対象
認定NPO法人D×Pが運営するLINE相談
「ユキサキチャット」利用者（13歳〜25歳）

回答者数 配信リーチできる利用者8502人のうち531人が回答（回答率6.25％）

アンケート期間 2025年10月1日から2025年10月19日



回答者531人の属性
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性別 年齢

・平均年齢は18.9歳
・回答者のうち「女性」75％、「男性」18.5%、「どちらでもない・答えたくない」6.6%。
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所属 (n=531)　※複数回答
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「大学・短大・専門等」が計240人と、回答者全体の45％を占めた。

Q.あなたの所属をおしえてください（学生兼バイトの方などは、学生としての所属をお答えください）



個人の1ヶ月の収入(n=531)
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学生を含むため、「なし」が最多で25.4%。「5~10万円未満」が22％。

Q.あなたの1ヶ月の収入はどの程度ですか？

※小数点第二位以下は四捨五入しており、構成比を 合計しても必ずしも 100とはなりません。



個人の1ヶ月の収入(n=226) 　※中学生〜大学生を除く社会人
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社会人の回答者の約2割が「10万円以上~15万円未満」、続いて「なし」である。

Q.あなたの1ヶ月の収入はどの程度ですか？

※小数点第二位以下は四捨五入しており、構成比を 合計しても必ずしも 100とはなりません。



世帯の年間収入(n=531)
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「わからない」が最多。「わからない」を除くと、100万円未満が36.5%、300万円未満が71.8％。

Q.一緒に住んでいる家族の収入（お給料・バイト代・年金など）をふくめて、あなたの家ぜんたいの 2024年の年間収入はどの程度ですか？



世帯の年間収入(n=226) ※中学生〜大学生を除く社会人
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「わからない」が最多。「わからない」を除くと100万円未満が43.4%、300万円未満が77.0％。

Q.一緒に住んでいる家族の収入（お給料・バイト代・年金など）をふくめて、あなたの家ぜんたいの 2024年の年間収入はどの程度ですか？



状況・抱えている背景(n=531) ※複数回答 
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「経済的に苦しい」59.9%。「親や家族に頼ることができない」53.1%、「ひとり親家庭」46.0%、「家族
関係で心身が傷つく経験・虐待」43.9%と、家庭環境や家族との関係性に厳しさを抱える傾向がある。

Q.あなたの状況について、あてはまるものをすべておしえてください。

「どれもあてはまらない」を除
き、1人あたり平均4.78個の背景
・困りごとを抱える



滞納の経験(n=531) ※複数回答 
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回答者の55.6%に、本人または保護者の滞納経験がある。

Q.ライフラインや年金、税金等の滞納の経験について、あてはまるものをすべておしえてください。



ライフラインがとまったことがあるか(n=247) ※複数回答 
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滞納者のうち72.9%は、クレカ・スマホや電気・ガス等がとまった経験を持つ。
家を追い出されそうになった経験がある人は23.1%で、滞納経験がない人も含めた全回答者の10.7%である。

Q. 滞納の結果、ライフラインがとまったり生活で困った経験はありますか。あてはまるものをすべておしえてください。



孤独感(n=531) 
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回答者の31.6%が「しばしばある・常にある」と回答。

Q.あなたはどの程度、孤独であると感じることがありますか。

※小数点第二位以下は四捨五入しており、構成比を 合計しても必ずしも 100とはなりません。



参考：「孤独感」に関する、全国平均との比較
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全国平均は「ほとんどない」「決してない」の回答が多いが、本調査は「しばしばある・常にある」と
いう回答が多く、孤独感を強く持っている。

Q.あなたはどの程度、孤独であると感じることがありますか。

※内閣府孤独・孤立対策推進室「人々のつながりに関する基礎調査（令和６年）」よりデータを引用
※本調査は13-26歳以上だが、内閣府調査は16-29歳（n=1120）である。
※小数点第三位以下は四捨五入しており、構成比を合計しても必ずしも100とはならない。
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孤独感と、困りごとのクロス集計
孤独感が高い層と低い層で大きな差がみられたのは、「家族関係で、心身が傷つく経験がある」(41.5pt)、「親や家族となかがよくなく、
頼ることができない」(40.7pt)である。「経済的に苦しい」「借金がある」「非課税世帯」なども構成比に差はあるが、家族関係ほど顕著
ではない。家族関係の厳しさが、孤独感と同時に現れやすいことが示唆される（因果関係は本調査で評価していない）。また、孤独感が
高い層は１人あたり平均6個の困りごとがあるが、低い層は平均4個であり、より複合的な困難を孤独感が高い層は抱えている。



不安や悩み(n=531) 
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91.7%が「不安や悩みがある」と回答。

Q.あなたは現在、日常生活において不安や悩みを感じていることはありますか。



不安や悩みがある時の手助け(n=487) 
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53.6%が不安や悩みがある時に「手助けを受けていない」と回答。ひとりで不安や悩みを抱える層が一定
数いるとみられる。

Q.不安や悩みがあるときに、家族・親戚や友だち、知っている人に相談するなど、解決のための手助けを受けていますか？



参考：「手助け」に関する、全国平均との比較(n=487) 
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全国平均では、周囲からの手助けを受けている子が3分の2を占めるが、本調査では受けていない子の割合
が高い傾向にある。

Q.不安や悩みがあるときに、家族・親戚や友だち、知っている人に相談するなど、解決のための手助けを受けていますか？

※内閣府孤独・孤立対策推進室「人々のつながりに関する基礎調査（令和６年）」よりデータを引用
※本調査は13-26歳以上だが、内閣府調査は16-29歳（未回答を除くn=758）である。



年末年始の印象(n=531) 
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「特に何も感じない」が最多で33.9%。「不安だ・すごく不安だ」は32.8%、「楽しみ・すごく楽しみ」は
22.4%と、不安傾向を持つ回答者が多い。

Q.年末年始（クリスマスから正月にかけて）については、どのような気持ちを持っていますか。



年末年始に不安を感じる理由(n=174)  ※複数回答
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年末年始に不安を抱える人のうち65.5%が「金銭的に余裕がないから」。また13.2%が「食事が充分にとれ
ないことがあるから」、14.9％が「光熱費が充分でなく寒さをしのぐのが大変だから」と回答。

Q.年末年始に不安を感じる理由はなんですか？あてはまるものをすべておしえてください。



どんなことが不安だと感じるか(n=174)  ※自由解答欄
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・働けない。厳密に言えば働けるけど毎日泣きながら行う状態を働けるとは称したくない。病院
に行くのは家族から妨害があっていけない。現在無職でお金もない。仕事を探すのはしんどい。
奨学金の返済がたくさんあって把握できてない。（中略）こういうのを相談できる場所がそもそ
もわからないし、相談したところで何かあったらまた話してねで終わるから意味ない。確実に
困っているのに訴え続けても解消した試しはなく状況だけが悪化していく（24歳・女性）
・子供にご飯を食べさせられない（26歳以上・女性）
・母は身体障がいがあり働けないので経済的に今後が心配（18歳・女性）
・金銭面と大学受験勉強の進捗と2日に1食しか食べれない事（23歳・男性）
・給料は上がらないのに物価高騰で、買いたい物が買えなかったり、時々食費を浮かすため、食
べなかったりする（19歳・女性）
・年末年始、部活の合宿などで出費が大きくかさむ。アルバイトをしようにも地方なので採用倍
率がとても高い。特に冷え込んで電気代が高く、-10度の外気温の中でもエアコンですらつけれな
い状況になってしまう（21歳・男性）
・お金の不安や、休日、連休は病院も開いていないし訪問看護も受けられない、グループホーム
も管理者が来ない、帰省する場所がない、一人で過ごすことが不安（20歳・女性）

自由記述で回答した
80人の記述から抜粋



どんなことが不安だと感じるか(n=174)  ※自由解答欄
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・親が嫌いで、でもそれを言える訳でもないから気持ちを押し殺してるのが辛い。それで自分が
限界になって潰れるかもしれないことが不安（13歳・女性）
・税金や生活費など支払いは一定にあるのに、収入が同じぐらいある訳ではなく波があり、且つ
下がった波の時に支出よりも低くなるのではないか、そうなるとどんどん支払えなくなって生き
ていけなくなるのではないのかと不安になる（25歳・女性）
・家にいるのがしんどいけど外にいてもしんどいから無理（13歳・どちらでもない）
・家族が集まる回数や時間が増え、ケンカなどで荒れるため。睡眠不足になるとイライラして殴
られるから不安。お母さんが家に帰る回数が減ってご飯を食べない日が増える（19歳・女性）
・全て。何に関しても。片親どころか両親に捨てられているので。何かしたい事があったとして
も失敗できない帰る場所も頼る人もいないから。そもそもしたい事もないけど（24歳・女性）
・友達と会えない。親戚にもっと女らしくしろと言われる。家に居場所がない。また1年が始まっ
てしまうと思い、死にたくなる（13歳・どちらでもない）
・周りが楽しそうな姿が苦しい（25歳・女性）
・みんな家族と過ごすけど、一緒に過ごす家族はいないし、帰る場所もないから（20歳・女性）
・お金がなく、社会イベントや年中行事が余計孤独を感じさせる（20歳・女性）

自由記述で回答した
80人の記述から抜粋



年末年始に欲しいサポート(n=531)  ※複数回答
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50.1%が「食料が自宅に届く」、30.5%が「ごはんが無料で食べられる居場所」を希望し、食料支援ニーズ
が高い。34.8%が「暖房代の支援」を希望。

Q.どんなサポートがあれば、年末年始を安心して過ごせそうでしょうか？あてはまるものをすべておしえてください。



過去3年間の、年末年始の不安・心配(n=531) 
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「感じたことがない」が29.0%である一方、「毎年感じた」「ほとんどの年で感じた」が計51.0%おり、年
末年始が不安である若者が一定いることが読み取れる。

あなたは過去3年間で、年末年始に不安・心配を感じたことがありますか？



これまでの年末年始の困りごとの状況(n=531)  ※自由解答欄
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・ご飯が食べられない（21歳・女性）
・学業とバイトの両立ができず、体調を崩してお金が稼げなくなった時がありました。暖房代を
2ヶ月払えず、払うお金も無く凍死するかもしれないと思い、その時は辛かったです（24歳・女
性）
・同世代の子が、着たい振袖を値段関係なく選んだり、親に欲しいと言えているのが私には別世
界の人だと感じた。悔しくなってしまった（19歳・女性）
・学校が休みでいやでも家にいなきゃ行けなかった。親と喧嘩になったり暴れられた時に逃げ場
がなかった（20歳・女性）
・居場所がなく、家にいるしかないのは、とても辛かったです。また、年末年始ぐらいは家にい
るべきだという周りの考えに賛同できない状況が辛かったです（21歳・女性）
・家族と仲が悪く家庭に居場所がないが、年末年始は学校も会社も休みだから家に居るしかなく
て辛かった（22歳・女性）
・父親が4年前に脳内出血により障害を負って働く事が出来なくなって、家計がとても困窮してい
ます。母や私は、父親の介護をしながらアルバイトをしているので、中々家計の経済状況が好転
せず、とても困っています。年末は、家庭の経済的に苦しい状況もあって食料品や生活用品など
が足りず、母親が苦労している姿を見て心が痛くなった（19歳・女性）

自由記述で回答した
169 人の記述から抜粋



これまでの年末年始の困りごとの状況(n=531)  ※自由解答欄
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・孤独感とか支援機関が閉まる事（21歳・女性）
・母親と喧嘩して外に追い出されてしまい、年末年始の浮かれるムードの中なぜこんなにつらい
思いをしなければならないんだろうと思っていた（21歳・男性）
・高校時代に実家を出て自立援助ホームに移りました。実家にはどうしても帰りたくないけれ
ど、年末年始だけは帰ってくるよう親から言われて大きく葛藤しました。本当は帰りたくないけ
れど、年末年始に帰らないと、のちの報復が怖いのです（19歳・女性）
・クリスマスを過ぎたあたりにインフルエンザにかかり寮に住んでいた私は出勤停止と寮から出
される事になり、かと言って家族に相談しても家に帰ってくるなと言われてコインランドリーで
年をこしたこと（21歳・男性）
・経済的に特に苦しく電気代の滞納により部屋の電気を止められた際、年末年始の休業期間のた
め電気が正月明けまでつかないまま数日を過ごした（25歳・男性）
・いつもの相談機関や病院が開いていない、休日料金等いつもよりお金がかかる、帰省する場所
がない（20歳・女性）
・寒すぎるし、食べ物なくて倒れた（26歳以上・女性）
・周りは幸せそうにプレゼントを交換したりもらったりしてるが 参加さえできない全く楽しくな
い居場所もない誰にも会いたくない消えてしまいたくなる（18歳・女性）

自由記述で回答した
169 人の記述から抜粋



これまでの年末年始の困りごとの状況(n=531)  ※自由解答欄
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・社会的養護になる前は、年始になると家族全員出かけて行っていつ帰ってくるかも分からなく
て不安でした。数年1人で過ごしてました。社会的養護になってからは年末年始が稼ぎどきなので
ほぼ全部シフト入れて、帰省している人やお年玉をもらってる人など周りが羨ましくて。今は施
設の子といれるけどここを出たら1人で過ごすんだって思うと孤独を感じました（20歳・女性）
・2023年の冬、夫婦2人とも仕事を辞め転職も上手くいかず貯金も底をつき家賃水道光熱費など払
えなかった時期がありました。普通に生きてても少しのつまづきで生活が経ちいかなくなる事が
ある事と自己責任なので市や国に相談してもなにも助けてくれないんだなと（25歳・女性）
・父親と喧嘩をして暴力、暴言を受けた。その時はまだ学生で自分の部屋もなかったので逃げる
場所がなく、トイレにこもったり、押し入れでずっと過ごしたりしていて、怖くて怯えながら声
を殺して泣くしかできずものすごく不安だった（22歳・女性）
・親があまり仲が良くなく、怒鳴り声などが多くて、毎日家にいるのが辛すぎた（15歳・女性）
・両親が年末年始になるとお互いに時間帯を気にせず怒鳴り合いの喧嘩をすることが多かったの
で安心して過ごすことができなかった（18歳・女性）
・支援先が年末年始休暇のため、連絡取れず自殺未遂に至ったことがある（24歳・どちらでもない）

・みんなは実家に帰るのにわたしには帰れる実家がないこと（20歳・女性）

自由記述で回答した
169 人の記述から抜粋
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調査結果補足資料
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孤独感と、年末年始に欲しいサポートのクロス集計
孤独感が高い層と低い層で大きな差がみられたのは、「年末年始もあいている若者の居場所があれば」(22.3pt)、「困っ
た時に直接会って相談できる相手がいれば」(21.4pt)である。一方、「食料が自宅に届けば」は孤独感が高い層のほうが
やや低く(-7.6pt)、孤独感が高い層がよりリアルな支援を相対的に求める傾向があることがわかる
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孤独感と、年末年始に欲しいサポートのクロス集計②
n数が減るが、孤独感が「決してない／ほとんどない」と孤独感が最も高い層を比較すると、より差は顕著である。大きな差がある
のは、「年末年始もあいている若者の居場所があれば」(35.4pt)、「困った時にオンラインで相談できる相手がいれば」(31.3pt)
「困った時に直接会って相談できる相手がいれば」(27.7pt)である。一方、「食料が自宅に届けば」(-14.2pt)、「暖房代の支援があれ
ば」(-8.8pt)と、食糧支援・金銭支援よりつながり支援を相対的に求める傾向があることがわかる
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孤独感と、世帯年収のクロス集計
本調査の単純なクロス集計では、孤独感の高低による世帯年収分布の違いは10pt未満にとどまっている。このため、少な
くとも本データの範囲では、世帯年収と孤独感の関連は大きくないとみられる。
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世帯年収と、年末年始に欲しいサポートのクロス集計
世帯年収でみられる欲しいサポートの大きな差は、「暖房代」(14.3pt)である。「年末年始にできるバイトの紹介」(8.2pt)、「ごは
んが無料で食べられる居場所」(7.8pt)、「食料が自宅に届く」(7.2pt)も、世帯年収200万円未満ではやや多い。逆に、世帯年収200万
円以上がよりニーズを持っているのは「困った時にオンラインで相談できる相手」(9.1pt)、「オンラインで自宅や実家から参加でき
る交流スペース」(7.2pt)である。


